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平
成
2
8
年
1
2
月
3
日
（
土
）
「
狭
山
市
消

防
団
特
別
点
検
」
を
相
原
河
川
敷
公
園
に
て
、

実
施
し
ま
し
た
。

消
防
団
特
別
点
検
と
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
多
発
し
や
す
い
時
期
に
向
け
、
消
防

車
両
、
資
器
材
、
人
員
の
所
作
な
ど
に
つ
い

て
点
検
を
受
け
、
常
に
消
防
活
動
に
万
全
を

期
す
為
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
特
別
点
検
は
快
晴
の
空
の
下
、

団
長
以
下
2
3
3
名
の
消
防
団
員
、
及
び

消
防
車
両
2
0
台
が
集
結
し
、
点
検
者
で
あ
り

ま
す
小
谷
野
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

の
方
々
や
市
民
の
皆
様
が
ご
覧
に
な
る
中
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

点
検
で
は
通
常
点
検
と
呼
ば
れ
る
団
員
の

規
律
あ
る
職
務
遂
行
に
必
要
な
服
装
点
検
か

ら
始
ま
り
、
消
防
車
両
や
資
器
材
の
機
械
器

具
点
検
・
消
防
操
法
・
一
斉
放
水
・
分
列
行

進
な
ど
の
規
律
・
節
度
・
整
備
状
態
な
ど
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

尚
、
点
検
に
合
わ
せ
て
消
防
団
員
並
び
に
、

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
退
団
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
、
点
検
者
の
小
谷
野
市
長
よ
り

「
大
変
良
好
」
　
の
講
評
を
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
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平
成
2
8
年
1
2
月
2
9
日
（
木
）
3
0
日
（
金
）
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
多
発
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
地
域
の
皆
様
方
に
安
心

し
て
年
末
年
始
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
各
自
治
会
長
と
共
に
警
戒
を
行
い
、
小
谷
野
市
長
も
巡
回

さ
れ
、
年
末
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
は
、
通
常
よ
り
も
広
範
囲
に
警

戒
を
行
い
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
た
。

市
内
の
各
地
域
で
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
歳
末
の
お
焚
上
げ
に
も
協
力

し
、
3
1
日
ま
で
忙
し
い
消
防
団
活
動
で
し
た
。

平
成
2
9
年
1
月
7
日
（
土
）
上
奥

富
運
動
公
園
に
て
毎
年
恒
例
の
狭
山

市
消
防
出
初
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。出

初
式
は
、
年
頭
に
当
た
り
本
市

の
無
火
災
を
祈
念
し
て
消
防
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
市
民
が
見
守
る
中
、
消
防
職
員
、

消
防
団
員
を
は
じ
め
、
女
性
消
防
協

力
隊
員
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
等
が
参

加
し
、
狭
山
台
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

演
奏
す
る
中
、
徒
歩
分
列
行
進
や
車

両
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
活
気
あ

る
出
初
式
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
不
審
者
に
よ
り
有
毒
ガ
ス

が
散
布
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
こ

の
ガ
ス
を
吸
引
し
た
2
名
の
市
民
を

救
助
し
防
災
ヘ
リ
で
搬
送
す
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
一
斉
放
水
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
消
防
団

ブ
ー
ス
で
は
車
両
の
展
示
や
記
念
撮

影
に
加
え
、
温
か
い
コ
ー
ン
ス
ー
プ

の
提
供
を
行
い
大
好
評
を
得
ま
し
た
。
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【定休日】火曜日
【住　所】狭山市祇園26－24

【電　話】04（2958）3306

【営業時間】17：00～23：00

【定休日】年中無休

【住　所】狭山市入間川4－25－3

【電　話】04（2954）9595

【営業時間】ランチ　11：30～14：00

喫　茶　14：00～17：00

ディナー17：00～22：00
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平
成
2
8
年
9
月
2
5
日
（
日
）
上
奥
富
運

動
公
園
に
て
、
狭
山
市
消
防
団
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま

で
降
っ
て
い
た
雨
も
上
が
り
雲
ひ
と
つ
な

い
晴
天
の
な
か
、
全
8
チ
ー
ム
で
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

射
す
よ
う
な
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
応
援
と
歓
声
が
飛
び
交
い
、

選
手
た
ち
は
爽
や
か
な
汗
と
共
に
勝
敗
を

競
い
ま
し
た
。

今
回
か
ら
私
た
ち
消
防
団
の
活
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
消
防
団
応
援
シ
ョ
ッ

プ
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
消
防
団
応
援
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
地
域

の
力
に
よ
っ
て
消
防
団
を
活
性
化
し
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
員
の
確
保

と
合
わ
せ
て
地
域
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
目
的
に
市
内
の
店
舗
な
ど
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
加
盟
店
か
ら
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
消
防
団
員
な
ど
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

割
烹
　
粋

和
食
が
モ
ッ
ト
ー
で
料
理
は
コ
ー
ス
で

3
0
0
0
円
か
ら
7
0
0
0
円
く
ら
い
ま
で
、

お
造
り
か
ら
そ
の
他
7
品
か
ら
1
2
品
。
最
後
に

う
ど
ん
が
つ
い
て
す
べ
て
手
作
り
の
料
理
を
お

出
し
し
て
お
り
ま
す
。
予
約
で
お
好
み
の
料
理

と
時
間
は
お
受
け
で
き
ま
す
。
ご
予
約
人
数
は

1
0
人
か
ら
1
3
0
人
ま
で
お
受
け
で
き
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
　
ニ
ッ
ク
ス

「
安
心
・
安
全
」
　
に
こ
だ
わ
っ
た
国
産
牛
の
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
、

ご

当
地
バ
ー
ガ
ー
と
し
て
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
看

板
メ
ニ
ュ
ー
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
な
ど
幅
広
い
年
代
に
支
持
さ

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
と
心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
で
こ
こ
狭
山
の
地
で
5
7
年

間
お
客
様
に
愛
さ
れ
続
け
て

き
ま
し
た
。
隣
接
す
る
県
営

狭
山
稲
荷
山
公
園
は
春
に
は

多
く
の
お
花
見
客
で
賑
わ
う

桜
の
名
所
で
す
。
お
花
見
が

て
ら
是
非
ニ
ッ
ク
ス
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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平
成
2
8
年
9
月
2
4
日
（
土
）
鴻
巣
市
の
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

に
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
指
導
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
埼
玉
県
全
体
の
消
防
団
員
が
集
ま
り
狭
山
市
か
ら
は
団
員

2
名
、
女
性
団
員
2
名
の
計
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
で

は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
の
調
査
結
果
や
、
種
類
、
設

置
方
法
、
維
持
管
理
、
消
防
団
と
し
て
の
役
割
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。住

宅
火
災
で
の
犠
牲
者
の
半
数
近
く
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
と

言
わ
れ
て
い
て
、
早
く
火
災
を
知
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
方
も

多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
平

成
1
6
年
に
消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
る
煙
や
熱
を
い
ち

早
く
感
知
し
、
火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
書
声
で
知
ら
せ
て
く

れ
る
警
報
器
で
す
。
万
が
一
火
災
が
発
生
し
て
も
、
素
早
く
避

難
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
と
と
も
に
住
宅
火
災
で
の
犠
牲

者
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
埼
玉
県
で
の
設
置
率
は
約

8
0
％
だ
そ
う
で
す
。
新
築
住
宅
に
対
す
る
警
報
器
の
設
置
義
務

化
か
ら
1
0
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長
く
経
過
し
た
警
報
器
は
本

体
内
部
の
電
子
部
品
が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
定
期
的
な
点
検
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
一
度
確
認
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
研
修
を
通
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必
要
性
を
深
く

感
じ
ま
し
た
。
消
防
団
員
と
し
て
、
も
っ
と
多
く
住
宅
に
警
報

器
の
必
要
性
、
設
置
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
第
6
分
団
は
、
主
に
相
原
地
区
を
管
轄
地
域
と
し
、
田

口
分
団
長
以
下
、
第
1
部
（
下
宿
）
第
2
部
（
上
宿
）
　
の
2
つ
の

部
か
ら
構
成
さ
れ
、
2
5
名
の
団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
職
業
も

地
元
の
自
営
業
者
か
ら
会
社
員
、
公
務
員
な
ど
そ
の
職
業
は
様
々

で
す
し
、
中
に
は
大
学
生
の
団
員
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

各
部
と
も
に
毎
月
2
回
の
夜
間
定
期
訓
練
を
は
じ
め
と
し
て
、

警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
、
放
水
訓
練
、
器
目
言
州
検
な
ど
災
害
発
生
時
に

迅
速
に
行
動
が
出
来
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
訓
練
以
外
で
も
防
災
訓
練
や
防
災
キ
ャ
ン
プ
な
ど

の
防
災
活
動
、
地
元
開
催
の
地
区
体
育
祭
や
お
祭
り
な
ど
に
も
参

加
協
力
し
、
地
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
狭
山
市
消
防
団
の
中
で
は
第
6
分
団
は
小
規
模
で
す
が
、

仲
間
意
識
を
深
め
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
月
1
2
日

新
入
団
員
説
明
会

場
所
　
狭
山
消
防
署

4
月
9
日

入
団
式

場
所
　
狭
山
消
防
署

全
て
の
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
狭

山
市
役
所
市
民
部
防
災
課

まで。
0
4
（
2
9
5
3
）
1
1
1
1

広
報
委
員
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委
員
長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団
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